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そうま市議会だより

令和８年 11 月１日号

そうま市議会だより

令和８年 11 月１日号

委
員
会
行
政
視
察
報
告
総
務
、
文
教
厚
生
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
は
、
所
管
事
務
の
調
査
と
研
究
の
た
め
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
各
視
察
の
結
果
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
総　

務
】

①
北
海
道
函
館
市

　
　
　
　
　
　
（
7
月
14
日
）

　

人
口
減
少
対
策
の
取
組
に

つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

函
館
市
で
は
、
若
年
層
の

流
出
や
人
口
減
少
に
対
応
す

る
た
め
、
令
和
5
年
度
に

「
人
口
減
少
対
策
本
部
」
を

設
置
し
、
全
庁
横
断
的
に
施

策
を
推
進
し
て
い
る
。
人
口

減
少
対
策
の
重
点
施
策
と
し

て
、「
移
住
・
定
住
の
促
進
」

「
子
ど
も
・
教
育
へ
の
支
援
」

「
し
ご
と
の
創
出
」
を
3
つ

の
柱
と
し
、
移
住
者
へ
の
住

宅
支
援
や
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境

の
整
備
、
公
立
函
館
未
来
大

学
の
授
業
料
無
償
化
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
産
業
振
興

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、

移
住
相
談
件
数
や
定
着
者
数

が
過
去
最
高
を
記
録
す
る
一

方
で
、
大
学
卒
業
後
の
若
者

の
道
外
流
出
が
続
い
て
お

り
、
地
域
企
業
と
の
連
携
強

化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
市
で
は
、
人
口
減
少
を

完
全
に
止
め
る
こ
と
は
難
し

い
と
の
認
識
の
も
と
、
減
少

の
進
行
を
緩
や
か
に
し
つ

つ
、
外
か
ら
の
人
材
を
呼
び

込
む
取
組
を
推
進
し
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
。

②
北
海
道
室
蘭
市

　
　
　
　
　
　
（
7
月
15
日
）

　

自
治
会
・
町
内
会
の
活
性

化
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し

た
。

　

室
蘭
市
で
は
、
町
内
会
加

入
率
の
低
下
や
役
員
の
高
齢

化
、
担
い
手
不
足
な
ど
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
町
内

会
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
担

い
手
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
デ

ジ
タ
ル
回
覧
板
の
導
入
を
進

【
産
業
建
設
】

①
茨
城
県
守
谷
市

　
　
　
　
　
　
（
７
月
29
日
）

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
取

組
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し

た
。

　

守
谷
市
で
は
、
上
下
水
道

施
設
の
維
持
管
理
に
加
え
、

更
新
計
画
の
策
定
な
ど
を
民

間
事
業
者
へ
包
括
的
に
委
託

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

た
効
率
的
な
事
業
運
営
が
実

現
し
て
い
る
。
ま
た
、
10
年

間
の
長
期
契
約
に
よ
り
、
職

員
の
業
務
負
担
軽
減
と
専
門

技
術
・
知
識
の
継
承
が
可
能

に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
上
下
水

道
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

②
茨
城
県
常
総
市

　
　
　
　
　
　
（
７
月
30
日
）

　

ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
バ

レ
ー
事
業
に
つ
い
て
視
察
し

ま
し
た
。

　

常
総
市
で
は
、
官
民
連
携

に
よ
り
農
業
の
生
産
・
加

工
・
流
通
・
販
売
を
一
体
化

し
た
産
業
団
地
を
整
備
し
て

い
る
。
先
端
技
術
を
活
用
し

た
農
業
や
商
業
施
設
の
集
積

に
よ
り
、
約
2
０
０
０
人
の

雇
用
を
創
出
し
て
い
る
。
ま

た
、
同
エ
リ
ア
に
あ
る
道
の

駅
常
総
は
、
災
害
時
に
約

250

人
が
一
時
避
難
で
き
る
防
災

拠
点
と
し
て
の
機
能
も
備
え

て
い
る
。

　

同
事
業
は
地
域
活
性
化
や

雇
用
創
出
を
実
現
す
る
取
組

で
あ
り
、
今
後
は
地
元
農
業

と
の
連
携
拡
大
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

【
文
教
厚
生
】

①
茨
城
県
常
総
市

　
　
　
　
　
　
（
７
月
６
日
）

　

書
か
な
い
窓
口
に
つ
い
て

視
察
し
ま
し
た
。

　

常
総
市
で
は
、
市
民
の
負

担
軽
減
と
窓
口
の
混
雑
解
消

を
目
的
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用
し
た
「
書
か

な
い
窓
口
」
を
導
入
し
て
い

る
。
申
請
書
を
記
入
せ
ず
に

証
明
書
を
取
得
で
き
、
交
付

手
数
料
を
通
常
の
窓
口
よ
り

100
円
安
く
設
定
す
る
こ
と

で
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用

促
進
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

②
千
葉
県
我
孫
子
市

　
　
　
　
　
　
（
７
月
７
日
）

　

発
達
障
害
児
・
者
へ
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
に
つ
い
て

視
察
し
ま
し
た
。

　

我
孫
子
市
で
は
、
こ
ど
も

発
達
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

乳
幼
児
期
か
ら
就
学
後
ま
で

一
貫
し
た
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
福
祉
・
教
育
・
保
健
の

関
係
機
関
が
連
携
し
、
専
門

職
に
よ
る
健
診
や
相
談
事
業

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
障

害
の
診
断
の
有
無
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
子
ど
も
自
身
が
抱
え

る
困
難
に
着
目
し
た
早
期
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

③
埼
玉
県
加
須
市

　
　
　
　
　
　
（
７
月
７
日
）

　

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
つ
い
て

視
察
し
ま
し
た
。

　

加
須
市
で
は
、
ご
み
の
減

量
化
と
資
源
化
を
目
的
に
、

自
治
会
単
位
で
「
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
協
力
会
」
を
設
立
し

て
い
る
。
市
民
と
行
政
が
協

働
し
、
ご
み
の
５
種
18
品
目

へ
の
分
別
や
木
く
ず
類
の
資

源
化
な
ど
を
推
進
し
て
い

る
。
一
方
で
、
高
齢
者
や
外

国
人
へ
の
ご
み
出
し
支
援
や

自
治
会
加
入
率
の
低
下
な
ど

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

説
明
を
受
け
る
委
員
ら

お
い
し
い
給
食

説
明
を
受
け
る
委
員
ら

委員会行政視察報告 委員会行政視察報告

④
東
京
都
足
立
区

　
　
　
　
　
（
７
月
８
日
）

　

お
い
し
い
給
食
に
つ
い

て
視
察
し
ま
し
た
。

　

足
立
区
で
は
、
子
ど
も

の
健
康
増
進
や
食
育
、
食

品
ロ
ス
の
削
減
を
目
的
に

「
お
い
し
い
給
食
」
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
各
学

校
に
原
則
1
名
の
栄
養
士

を
配
置
し
、
独
自
の
献
立

に
よ
る
自
校
調
理
方
式
を

採
用
す
る
と
と
も
に
、
国

産
・
地
場
産
食
材
を
積
極

的
に
活
用
す
る
な
ど
の
取

組
に
よ
り
、
給
食
の
残
菜

率
は
、
平
成
20
年
度
か
ら

約
70
％
減
少
し
て
い
る
。

め
る
と
と
も
に
、
市
民
や

企
業
な
ど
が
町
内
会
活
動

を
支
援
す
る
「
町
内
会
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
創
設

し
た
。
令
和
7
年
度
に
は

個
人
68
人
と
4
団
体
が
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録

し
、
延
べ
37
人
が
町
内
会

活
動
を
支
援
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
内
会
の
役
割

や
重
要
性
を
明
確
に
す
る

条
例
を
制
定
し
、
地
域
住

民
、
事
業
者
、
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
活
動
を
支
え

る
仕
組
み
を
整
備
し
て
い

る
。

　

同
市
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

と
従
来
の
地
域
交
流
を
両

立
さ
せ
な
が
ら
持
続
可
能

な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
を
目
指
し
て
い
る
。

説
明
を
受
け
る
委
員
ら

加
須
市
役
所
に
て

③
群
馬
県
高
崎
市

　
　
　
　
　
（
7
月
31
日
）

　

空
き
家
緊
急
総
合
対
策

事
業
に
つ
い
て
視
察
し
ま

し
た
。

　

高
崎
市
で
は
、
市
独
自

の
財
源
を
活
用
し
、
空
き

家
の
管
理
・
解
体
・
利
活

用
に
対
す
る
8
つ
の
助
成

制
度
を
設
け
て
い
る
。
他

市
に
な
い
取
組
と
し
て
、

空
き
家
敷
地
内
の
除
草
や

樹
木
の
伐
採
、
建
物
内
部

の
清
掃
の
費
用
に
対
す
る

助
成
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
解
体
助
成
に
よ
っ
て

１
３
０
０
棟
以
上
の
解
体

が
進
み
、
解
体
後
の
土
地

の
約
7
割
が
有
効
活
用
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
は
空
き

家
対
策
の
実
績
を
示
す
と

と
も
に
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

説
明
を
受
け
る
委
員
ら

高
崎
市
役
所
に
て

８月臨時会の
映像はこちら

８月臨時会の審議結果

光
陽
サ
ッ
カ
ー
場
Ｄ
コ
ー
ト
人
工
芝
張
替

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、
２
億
１
１
７
５
万
円
で
落
札
し
た
金
沢
興
業
株
式
会

社
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。
な
お
、
工
事
完
了
予
定
は
令
和
9
年
3

月
19
日
と
な
っ
て
い
る
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

市
内
の
小
学
校
で
使
用
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末

575
台
を
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ

り
、
３
１
６
２
万
５
０
０
０
円
で
、
株
式
会
社
エ
フ

コ
ム
と
物
品
購
入
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

令
和
８
年
８
月
臨
時
会

　

令
和
8
年
第
4
回
8
月
臨
時
会
は
、
8
月
10
日
に
１
日
間
の
会
期
で
行

わ
れ
、
市
長
提
案
3
議
案
を
議
決
し
ま
し
た
。

第 53号第 54 号

議案
番号 件           名 審議結果

53 相馬光陽サッカー場Ｄコート人工芝
張替工事請負契約の締結について

原案可決
全会一致

54 財産の取得について 原案可決
全会一致

55 令和８年度相馬市一般会計補正予算
（第２号）

原案可決
全会一致

物
価
高
騰
対
策
支
援
等

　
　
　
　
　
　
　
　

増
額
補
正

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
医
療
、
介
護
、
保
育

施
設
な
ど
の
事
業
者
へ
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
合
計

２
６
２
５
万
円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
。

第 55号


